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研究成果の概要（和文）：本研究課題は9言語15名から成る共同研究プロジェクトであった。最終的に冊子版の研究成
果報告書を作成し、主に大学で初習外国語教育に携わる関係者に配布した。PDF版は http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiy
a/gk-fires/ からダウンロードできるようになっているので参照されたい。

研究成果の概要（英文）：We made a report book of this research and gave it to all interested parties. 
Digital book (PDF Format) can be downloaded from http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/gk-fires/ .
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１．研究開始当初の背景 
 本研究課題は、英語・ロシア語・ドイツ語・
イタリア語・フランス語・スペイン語・韓国
語を担当する教員による言語横断型プロジ
ェクトであり、データベースソフトの利点を
生かしながら主に初習外国語授業における
教材提示の円滑化、そして授業の活性化を目
指したものであった。 
 もとより研究開始当初段階において、この
ような言語横断型のプロジェクト事例自体
がほとんどなく、またデータベースソフトウ
ェアの利点を生かしたシステム（ツール）開
発を伴った事例となると皆無であったよう
に感じていた。 
 対象言語のうち英語とロシア語において
は先行実施していたが、新たに 5言語（最終
的にはガリシア語・日本語が参加して 7言語
が対象となった）のための「動詞変化形提示
ツール」を開発し、それぞれの教育効果を測
定することを目標に定めた。 
 
２．研究の目的 
 一般に外国語教育における ICT 活用型の
教育といえば、受講人数分の台数のあるコン
ピュータ環境があり、既存の E-learningコン
テンツや Learning Management Systemの
類を利用した学習が想起されるところであ
る。しかしこのような機器等の整備状況は、
どの教育機関においても決して満足出来る
状況ではない。 
 本研究課題で目指した方向性の一つは、普
通教室でも実現可能な ICT 活用型教育のあ
り方を検討し、同時に教育活動の改善及び新
規性の高い教育方法の導入を図ることを目
的としながら、教員の教材作成の負荷を軽減
するとともに、学習者の学習効率を向上させ
る挑戦的な取り組みを行うものであった。 
 最終的に 2014 年度末には「最小限の設備
で：パソコンとプロジェクタ（スクリーン）」
「最小限の手間で：１回限りの入力」「黒板
とチョークでは絶対にできないことを可能
に」という 3つの開発コンセプトを定めるに
至った。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題に直接関係のあるツールを 16
種類（間接的に関連のあるものを含めると 24
種類）開発し、これらをそれぞれの授業場面
で活用しながら教育効果を調べるといった
方法を主に採用した。 
 以下は本研究で開発したツールの一覧で
ある。それぞれ順番に通し番号、ツール名称、
本研究課題との関連性（関連性の大きさは◎
◯△の順とする）、公開ウェブサイト URL を
掲載する。 
(1) Phrase Reading Worksheet 作成ツール 
Advanced 版, ◯,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/prw/ 
(2) Phrase Reading Worksheet作成ツール 単
体版, △,  

http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/prw/ 
(3) 階段式 読解プリント 教材作成ツール,  
△, http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/ked/ 
(4) Cloze Test 作成ツール, △,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/mwb/ 
(5) 四択問題作成ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/mcg/ 
(6) ESP 関連文献総覧データベース, △,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/esp/ 
(7) 英語不規則動詞変化形提示ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/ivt/ 
(8) ロシア語動詞変化形提示ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/rus/ 
(9) ドイツ語動詞変化形提示ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/ger/ 
(10) スペイン語動詞変化形提示ツール, ◎, 
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/spa/ 
(11) ガリシア語動詞変化形提示ツール, ◎, 
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/spa/ 
(12) フランス語動詞変化形提示ツール, ◎, 
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/fra/ 
(13) イタリア語動詞変化形提示ツール, ◎, 
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/ita/ 
(14) ロシア語短文穴埋め問題作成ツール,  
◎, http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/rus/ 
(15) ロシア語フラッシュ型 例文・対訳提示
ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/rus/ 
(16) フラッシュ型 例文・対訳提示ツール,  
◎, http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/rtt/ 
(17) iOS 用ハングル学習ツール, ◎,  
http://kmyken1.blogspot.jp/2012/04/2012
69.html 
(18) iOS用英単語学習アプリ変換ツール, ◎, 
http://kmyken1.blogspot.jp/2013/04/file
maker-go-12ios.html 
(19) ハングル学習用ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/kor/ 
(20) 韓国語動詞変化形学習用ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/kor/ 
(21) イタリア語文変形提示ツール, ◎,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/ita/ 
(22) 中国語対応 Phrase Reading Worksheet
作成ツール, △,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/cn/ 
(23) iOS 用 中国語自習ツール, △,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/cn/ 
(24) 中国語ピンイン問題 自動作成機能つ
き 四択問題作成ツール, ◯,  
http://www.oit.ac.jp/ip/~kamiya/cn/ 
 
４．研究成果 
 本研究課題では各言語チームに分かれて
活動を行い、言語チームごとの共同研究や、
全員が参加する共同研究を数多く行った。詳
細については以下の〔図書（その他）〕の欄
に記した非公式報告書を参照されたい。 
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